







的作品 The Autobiography of Alice B. Toklas（1933）からは，あらゆる階級や境界線を排除し，
皆を同等の視点で照らし出す Stein の公平な視線，そして日常の言葉への敬意を読み取ること
ができる。区別，境界を取り払った世界の中で，あらゆる事物や人間を公平な視点で捉える視
線は，reasonable と berry とを結びつけるといった新奇な単語の組み合わせを生み，Stein 文
学の特徴である言葉の異化効果をもたらしてもいるのだ。また，The Making of Americans: 












カ人の Stein は，フルールス街 27 番で Picasso や Matisse との親交を深め，前衛的な作品を送
り出してきたものの，その極端な抽象性，ロジックのない文章ゆえに，多くの読者をもちえる




















伝記的作品 The Autobiography of Alice B. Toklas（1933）を通じて照射する。
1．ロジックのない言葉
Stein が非論理的な破格の文章形態を選んだ理由を，まずは他の女性作家との関係の中で考







て書くか，という選択を迫られていた。Margaret Fuller（1810-1850）の Woman in the 
Nineteenth Century（1845）に顕著であるように，高い教育を受けた一部のフェミニスト達は，
男性に負けじとその有能性を誇示し，あるいは Nathaniel Hawthorne（1804-1864）に “America 
is now wholly given over to a d___d mob of scribbling women”（Hawthorne 304）と言わし
めるほど流行していた煽情小説の担い手となっていた。もしくは，Little Women（1868）で





Katherine Anne Porter（1890-1980）が Stein の The Making of Americans について次のよう
に述べている。The Making of Americans の初めには，“careless sentimental novel” が多用す
るような言い回しがたくさん出てくる，しかしそのあとで Stein は，古いものをコピーしてい
たことを認め，それを恥じている，“later Miss Stein explains she was copying an old piece of 
writing of which she is now ashamed. . .”（Porter 11-12）と。「女のもの書きども」と言われ
たセンチメンタリズムとの決別が記されているのだ。


















から言葉を開放することを文学の目的としているのだ。“She had come to believe that words 
had other values than those inherent in their actual meanings, and she was attempting to 
produce a kind of literature which should work with these values exclusively”（Wilson 16）。


















文学の最大の特徴ともいえる反復と continuous present という発想が，女性性と切り離しては
考えられない点に起因する。次のセクションでこの点について論じたい。
2．“Many Many Women” の continuous presentと母性
Stein はあらゆる人の「本質」（bottom nature）を引き出すために，繰り返しの方法を用いて，
「『現在分詞中の』人物を描くことだけが，なんらかの真理を伝達できる」と考えていた（金関 
212）。このセクションで取り上げる “Many Many Women” は，ほぼすべて次のような現在分
詞，あるいは現在進行形の連鎖で成り立っている。“There are many who are telling anything 
in some way. Every one is one telling something in some way. One was one telling anything 










連続を，波紋を介して体験するのではないだろうか。Stein の用いる continuous present や反
復は，時間の流れと，その時間の中に生きる我々の存在，真理，動き（movement）を，文字
で表現するために彼女が編み出した書き方といえるのではないだろうか。
では，絶え間なく続く continuous present のなかで存在する我々の真理とは如何なるもの
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であろうか。Stein は伝記の形態をとった作品，The Making of Americans のなかで次のよう
に書いている，“Always from the beginning there was to me all living as repeating”（The 
Making of Americans 57）。Jayne L. Walker も述べるように，すべての生きとし生けるものを
反復として捉える感覚は，繰り返される生命の誕生という人間の歴史を表している（178）。作
品中で，怒った息子が老いた父親を引きずって果樹園のなかを進むという場面で，その父親が
言う台詞，“Stop! I did not drag my father beyond this tree”（The Making of Americans 32）
に端的に表れるように，この作品では父親から息子へ受け継がれ，繰り返される歴史がテーマ
の一つになっている。
同様のテーマは，“Many Many Women” にも表れている。その書き出し部分に注目してみ
よう。“Each one is one. Each one has been one. Each one is remembering that thing”（“Many 
Many Women” 126）。まず，“Each one” が記憶している “that thing” とは何かが気になるはず
だ。もちろん，それを具体的に説明する言葉はないのだが，読み進めていくうちに，主語が
“Each one” から “She” に変わっていく点に気がつく。大きな時間の流れの中で考えれば，我々
個人は先祖という無数の個人／ one の遺伝子の集合体である。頭の中の記憶としては失われ
いるが，遺伝子レベルで保存されている先祖／ one の寄せ集めである。その情報の通過地点
としての母体，女性の身体を，“She” は表現しているのではないだろうか。The Making of 
Americans のなかで，すべての細胞がその個人の情報すべてを内包しているのだ3），という記
述があるが，細胞の中で，遺伝子として生き続ける人間の continuity をここに読みとるならば，
“Each one” が記憶している “that thing” とは，先祖の記憶であり，人類の歴史という記憶だと
いえるのではないだろうか。
さて，主語の変化に再度注目したい。主語は “Each one” から “She” を経て，“Some” になり，
“Many” になり，最後に “Any one”，“one” に戻ってその円環を閉じている。あたかも妊娠中の






ないと言っている Stein の言葉通りだ。“Rose is a rose is a rose is a rose”（“Sacred Emily” 
Geography and Plays 187）を例にとれば，ひとつめの rose はふたつめの rose とは違う。な
ぜかというと，ひとつめの rose を読んだ人間の心には，その記憶がすでにあり，その上をふ
たつめの rose が通り過ぎるからだ。パリンプセストのように，すでに付着したひとつめの
rose の記憶の上に重なり合うふたつめの rose は，純粋にまっさらな頭の中に飛び込んできた





プセストを織りなす人間の歴史を物語っているのだ。“Many Many Women” の最後は，“ . . . , 
and one and one, and one and one and one and one.”（222）で終わるのだが，これも，同様に
解釈することができる。たくさんの個人が，繋がって “Many Many Women” になっている歴
史として。Stein が，“Sometimes it is very hard to understand the meaning of repeating” （The 
Making of Americans 61）と言っているのは，生まれては死んでゆく人間存在に意味を見出す
ことの難しさを示しているように思える。
William Carlos Williams が興味深いことを言っている。考えることを教えられると，我々の
心は論理的に動き，結論やゴールに向かっていく。しかし一方で，心が「動き」（movement）
だけを求めて，どこに向かうでもなく，ゴールのない，変化の過程のみを受け入れる場合もあ
る，“Either, we have been taught to think, the mind moves in a logical sequence to a definite 
end which is its goal, or it will embrace movement without goal other than movement itself 










に，多くの男性たちの影響があるのも見落とせない事実だ。先に述べた William James だけ
でなく，哲学者 Alfred North Whitehead（1861-1947），パリのフルールス街 27 番に出入りし
た多くの天才たち，なかでも Picasso，Matisse ら抽象絵画の巨匠たちとの親交は絶大な影響
をもたらした。彼らをもてなす土曜日の夕食では，Stein が天才たちの隣に，そして Alice は，
天才の，準天才の，そして未来の天才の夫人たちの横に座って話し相手になったそうだ（The 
Autobiography of Alice B. Toklas 14）5）。次のセクションでは，The Autobiography of Alice B. 
Toklas を取り上げ，ロジックを拒否した Stein がみせる母性的な民主性という視点に注目し
てみたい。
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3．The Autobiography of Alice B. Toklasにおける民主性
The Autobiography of Alice B. Toklas の中で印象的なものの一つに，ポンヌ（bonne）へ
の言及がある。Stein と Alice のメイドであった Hélène は，早くも冒頭の数ページで，次のよ
うに紹介される。“She was one of those admirable bonnes in other words excellent maids of 





れない。反して，Stein の Hélène の描き方は，肉親を語るような温かみを帯びている。“She 
was a most excellent cook and she made a very good soufflé”（The Autobiography of Alice 
B. Toklas 7）といって語られる Hélène は，のちに語られる Matisse や Picasso と同様に，生
き生きとした存在感を持って，そして敬意をもって語られるのだ。そのことをよく示す例があ
る。Hélène は，Matisse が嫌いなので Matisse が来るとわかっている土曜日の晩さんには，オ
ムレツではなく卵のフライを作って出すことで尊敬の度合いを幾分減らしていた，というの
だ（The Autobiography of Alice B. Toklas 8）。Matisse は Stein のお客さんであるのに，その
ようなことを Hélène がしていいものか考えたくもなる。しかし，このことを書き綴る Stein
の言葉からは，Hélène への愛情こそ感じられても，批判的な態度は読み取れない。むしろ
Hélène を尊重して言うのだ，“Hélène had her opinions, she did not for instance like Matisse”
（The Autobiography of Alice B. Toklas 7）と。Matisse は Stein の客人であるのと同時に，
Hélène のもてなしを受ける人でもあり，台所は Hélène の城である以上，お客さんが誰であ
ろうと彼女の意見は尊重されるべきなのだ。Stein のこの愛情のこもったユーモラスな描写に
よって，Hélène の存在は，この作品の中でひときわ印象に残る人物になるのだ。The Making 






Autobiography of Alice B. Toklas 179）という勲章を授与される。このエピソードで大事なの
は，二人が道を歩いている兵隊を誰でも同乗される習慣を始めたことだ（The Autobiography 
of Alice B. Toklas 174）。さらに，この民主的な習慣は，「フランス陸軍の民主的精神」（“the 
democracy of the french army”）（The Autobiography of Alice B. Toklas 174）を見出すこと
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にも繋がる。ある日，フォードを走らせていた Stein と Alice は，休暇のため家に歩いて帰る
途中のフランス人兵士 3 人に出くわした。3 人は，それぞれ中尉，軍曹，兵隊の身分であった。
一人だけならば，車に乗せてあげられるという申し出に，3 人は誰の家が一番遠いかを話し合
い，一番遠くまで帰る兵隊さんを乗せることにしたのだ，“Then they all agreed that it was 
the soldier who had much the longest way to go and so it was his right to have the lift. He 
touched his cap to his sergeant and officer and got in” (The Autobiography of Alice B. Toklas 
175)。Stein は，こうして出会った多くの軍人達のなづけ親になり，書簡の交換をし，兵隊た
ちとの生活を心から楽しんだと記している，“We did enjoy the life with these doughboys. I 
would like to tell nothing but doughboy stories”（The Autobiography of Alice B. Toklas 184）。
兵隊，女中さんたちは，Stein と Alice の民主的な公平さと母性的な寛容性のもとに，Picasso
や Cézanne と同じ紙面で，同じ目線で語られる。つまり，すべての登場人物が同じテーブル
についているのだ。売れない画家（出会ったころの Picasso）が，売れる画家（後の Picasso）
になっても Picasso は Picasso であったのと同じように。
Stein の詩は，新奇な単語の組み合わせに溢れている。例えば，“A very reasonable berry”
（“Sacred Emily” Geography and Plays 181）もそうだ。reasonable price という言い方はあっ










Alice の料理本が出版されるほど，Stein と Alice の二人は美味しいものが大好きだった。
The Autobiography of Alice B. Toklas の中にこのような一節を見つけることができる。ま




“Also on the rue Laffitte was the confectioner Fouquet where one could console oneself with 
delicious honey cakes and nut candies and once in a while instead of a picture buy oneself 
strawberry jam in a glass bowl”（The Autobiography of Alice B. Toklas 29-30）。Cézanne の
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抽象画と苺ジャム，この組み合わせを可能にする発想が，詩の中に “Paper peaches are tears”
（“Sacred Emily” Geography and Plays 186）として登場してくるのではないだろうか。Stein
の早くからの理解者，Sherwood Anderson（1876-1941）が Stein を “the woman in the great 
kitchen of words”（8）と称しているが，台所は書斎であり，お菓子屋のフーケの店は画廊
Vollard の店なのだ。同様に，台所に立つ男女は芸術家であり，料理は芸術なのだ。手芸好き
な Alice のために，Picasso はタピストリのキャンヴァスに直接，下絵を描いてくれたという
エピソードもある。Alice はそのタピストリを織ってルイ 15 世風の椅子二つのシートを飾っ
たそうだ6）。つまり，Stein を取り巻く世界には，芸術と日常の営みの間に境界線はないのだ。
それは大戦中に至っても言えたことだった。第一次世界大戦中，Whitehead 夫妻のもとで
Whitehead の古き友人として会ったのが Bertrand Arthur William Russell（1872-1970）だっ
た。彼と Stein はアメリカ人心理とイギリス人心理の違いについて熱く語り合う。Stein はア
メリカ人の性格の中にある抽象的な資質，“the disembodied abstract quality of the american 
character” について論じながら，その実例として「自動車もエマスンもいっしょくたにして
挙げ」（『アリス・B・トクラスの自伝』217），“mingling automobiles with Emerson” (The 
Autobiography of Alice B. Toklas 152)，アメリカ人にはギリシア文化は不必要だということ







伝』128），“C’est nous qui avons fait ça, he said, it is we that have created that. he said” (The 
Autobiography of Alice B. Toklas 90)。「風景を切断しその中に切り込んでゆく，むしろ風景を
切断することでその風景と見分けがつかなくなっている，あの方法」は，大砲や軍艦をカモフ
ラージュする原理だったと Stein は説明している（『アリス・B・トクラスの自伝』128）。
In these pictures he[Picasso] first emphasised the way of building in spanish villages, the 
line of the houses not following the landscape but cutting across and into the landscape, 
becoming undistinguishable in the landscape by cutting across the landscape. It was the 
principle of the camouflage of the guns and the ships in the war. (The Autobiography of 
Alice B. Toklas 90)







に押し込むのに大忙し」だ，“We are all busy getting these grand and important thoughts 
and emotions into the pages of printed books”（“The Work of Gertrude Stein” 7）と。彼は，
作家たちのことを「僕たちお偉い将軍」，“we great generals”（ibid 7) と呼んで，さらに次の
ように述べる。将軍である作家が「戦に勝つためには，どうしてもその力を借りねばならぬ言
葉の兵隊さんたちは，ずっと放ったらかしにされ，顧みられていない」（「ガートルード・ス
タインの仕事」13），“And in the meantime the little words, that are the soldiers with which 
we great generals must make our conquests, are neglected”（“The Work of Gertrude Stein” 7）。
Stein の兵隊さんたちとの親交は，彼女の言葉へのやさしさに通じる部分がある。誰にも相手
にされない市民としての言葉の間で暮らすことを，彼女はあえて選んだのだ。
Here is one artist who has been able to accept ridicule . . . to go live among the little 
housekeeping words, the swaggering bullying street-corner words, the honest working, 
money saving words, and all the other forgotten and neglected citizens of the sacred and 






理と文学，苺ジャムと Cézanne の絵，兵隊さんと詩人，女中さんと Matisse とを隔てる階段
は存在しない。皆が等しく同じ時代を，共時的な時間という movement を，フルールス 27 番
で共有したという公平さが，Stein によって作られていたのではないだろうか。
皮肉か敗走という手段以外に，どのようにして民主的でいられるかという問題に，Stein
は抽象化という手段をもって挑んだのだと William Carlos Williams は説明する。“To be 
democratic, local (in the sense of being attached with integrity to actual experience) Stein, or 






言葉たちは，彼女の平等さのなかで，“A very reasonable berry”，“Paper peaches are tears”
という抽象詩を歌うことを可能にしているのではないだろうか。
















よき読者，理解者としてのターゲットは彼女自分一人であるようで，その個／ One は Many
にもなりうる One なのだ。continuous present，時間の連続性というテーマが，この点におい
ても表現されているように思える。
結び








Now as for herself she[Stein] was not efficient, she was good humored, she was 
democratic, one person was as good as another, and she knew what she wanted done. If 
you are like that she says, anybody will do anything for you. The important thing, she 
insists, is that you must have deep down as the deepest thing in you a sense of equality. 








 1） 金関寿夫が Stein「学会」ではなく「ファン・クラブ」的なもののほうが，Stein を語るのに似つかわ
しいと述べているが（345），まさに学会的な論理的で分析的な言葉を拒否する力が Stein の言葉には
働いているように思える。
 2）William James が授けたアドバイスの言葉として金関が紹介している（金関 72）。
 3） “Just as every cell bears within it the characters of the whole individual” (qtd. in Walker 180).
 4） Jayne L. Walker は，“logical order” と “linear, chronological order of narrative” という言葉を用い
て，William Carlos Williams と同様のことを述べている。“This path to wisdom, far from smooth, 
corresponds neither to the linear, chronological order of narrative nor to the logical order of 
conventional expository prose” (Walker 184).
 5） The Autobiography of Alice B. Toklas を書こうと決心するまで，しばしば Alice は “The wives 
of geniuses I have sat with” という本を書くのだと語っていたという記述があるほどだ（The 
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In the “Kitchen of Words”:
The Notion of Repetition and Equality in Gertrude Stein
Naomi MIYAZAWA
Abstract
This thesis tries to examine the idea of equality underlying Gertrude Stein’s abstract 
poetry by focusing on her use of the technique of repetition. Stein’s biographical work, 
The Autobiography of Alice B. Toklas (1933), reflects her balanced point of view as well 
as her respect for ordinary speech. This study assumes that Stein’s use of the effect of 
dissimilation in this work, produced by an unusual combination of words such as “reasonable” 
and “berry,” emerged from this very sense of viewing the world without any hierarchies 
and boundaries. In addition, the study examines The Making of Americans: Being a History 
of a Family’s Progress (1925) and “Many Many Women.” In both these works, the writing 
technique of repetition suits the content—a depiction of the cyclical nature of human history. 
By employing repetition and creating sequences, Stein tried to redefine the individual 
as someone connected with his or her ancestors and other human beings. This thesis 
proposes that the notion of equality comprises the “bottom nature” of Stein’s poetry, which 
rediscovered the importance of ordinary speech that is not caught up in any scheme of 
power or authority and thus assists the artist in the pursuit of truth.
Keywords: American Literature, Gertrude Stein, Abstract Poetry, Repetition, Democracy
